
総合的な探究の時間

館女の女性学～女性の生き方探究～

令和５年１月２４日（火） 実施報告



■１学年

題材名 自分ごと探究⑥

目標
文献調査・インタビュー調査・アンケート調査などで収
集した情報をまとめて、スライド作成・発表原稿作成
等を行う。テーマ スライド・原稿の作成

【学習内容・生徒の様子】
２月２日に行われる予定の発表にむけて、生徒一人一人が自分の
課題に取り組みました。
それぞれが発表に必要となるデータやインタビューをまとめ、発表のた

めのスライドや原稿をまとめ、本番に備えていました。
グループ内での発表、クラス内での発表と、これから先のスケジュール
を確認しながら、ラストスパートをかけて取り組みました。



■2学年

題材名 クラス内発表

目標
クラス内で代表者による発表を行い、探究の成
果を比較して、自分な新たな課題を考える。

テーマ
探究の成果を発表・比較し、
あなたの新たな課題を考えよう

【学習内容・生徒の様子】
各クラスで、生徒によって選考された代表者１０人による発表が行
われました。発表時間は４分を目安とし、発表者は堂々と発表を行っ
ていました。テーマは、群馬の魅力、交通事故、外国人が多い理由、
自然災害など、群馬県に関するものが多くを占めていました。スライドに
は、写真やアンケート結果、イラスト、アニメーションなど様々な工夫が
されており、どの生徒もとてもよい発表をしていました。
評価項目としては、発表態度、スライドの見やすさ、発表への自信な
ど５項目で評価され、各クラスから評価が高い上位２名が２月７日
に学年発表を行います。



■３学年

題材名 講演会２

目標
代表者による探究発表を聴き、3年間の探究
成果を共有する。講演を聴き、上田先生が伝え
たいことを理解し自分の言葉でまとめる。テーマ

演題：『最終講義』 講師：上田隼也氏
（一般社団法人インパクトラボ代表理事）

【学習内容・生徒の様子】
前半は、代表となった宗像まみさんの発表を聴きました。自立した自分の
生き方についてのプレゼンテーションを、一人一人が自分のこととして捉え、
将来の自分の生き方、あり方をイメージする様子が見られました。
後半は、上田先生の最終講義となる『館女の生き方探究～自分らしく
チャレンジする～』を聴き、3年間の女性学の振り返りをしました。その中で、
SDGsの実現に向けて、社会問題を掘り下げ、自分なりの発見をし続けて、
自分なりに突き詰めていくことが大切であることや、興味あることを学んだり、
仕事にしたりし、自分の時間をどう使っていくか考えることが重要と聞き、自
分がやりたいこと、できることで、誰かにありがとうと言ってもらえる価値を提
供することの重要性を改めて認識しました。そして、自分が苦手なことより
得意なことを大切にしながら強みを伸ばしていくことは不可欠であり、そのた
めに時間を使えるような生き方をするには、「これからどうすればよいのか」を
まとめて3年間の「女性学」を締めくくりました。


